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放射線科 安西 誠 

 さらに詳しくお知りになりた

いことがありましたら乳がん高

度検診・治療センターまたは放

射線科にお問い合わせください。 

 急性障害としては、照射している部位での皮膚炎や宿酔などがみられます。特に、他の副作用と異なり、

皮膚に関する副作用は多くの方で起こります(他の副作用は起こらない方が多い)。症状が強い時には、薬

を処方いたしますので、自己判断で薬や化粧品類を塗布するのは止めてください(金属成分の入ったものを

塗布して放射線療法を受けると、強い皮膚炎が出現します)。 

 晩期障害は、起こる方は少ないものの、肺炎などが起こりえます。咳が続くなどの症状があれば、遠慮

なくご相談ください。 

 タバコは放射線療法の大敵です。放射線療法によってがん細

胞にダメージを与えるためには酸素が必要となりますが、喫煙

は、酸素運搬を妨げるため、治療効果を低下させると言われて

います。さらに、喫煙により、副作用のリスクは上昇し、その

症状が強くなるとも言われています。喫煙中の方は、放射線療

法を受ける際、必ず禁煙をしてください。 

 乳がんの術後、乳房温存療法後には原則として全例に、また乳房切除術後には一部の進行例に対して、

それぞれ残った乳房や胸壁に放射線療法が必要となります（乳がん高度検診・治療センターNEW―す

No.15参照）。一般に放射線療法の副作用は軽度ですが、以下のようなものがあることを知っておいてく

ださい。今回は乳がん術後放射線療法で起こりうる副作用と、その予防策について解説します。 


